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|そんな腕に道れて行かれる持政見も気の毒だ ;¥. .:'"¥ 
i一「日早和維持活動」について少しおさらい

がしたいのですが.

l 僑爪・ ある国が、自力で園内の平和・秩序を縫

寺できなくなってしまった時.やむをえずよその

国が入っていって、その国の巴家主権{の一昔前)

を代行する.状況によっては警察力・軍事力を背

景にせざるをえないのですが‘医療 ・福利厚生な

ど、本来ならその国の政府が果たすべき役割を果

| たす.そうやってその織をしのぎ.その国の正し

| い政府が再建されて市民の権利が守られ、秩序が

回復できるように混乱状態の取姶をはかる活動.

これがPKOなんじゃないかな.
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自分を守る以ょのことを語らないと、 市民在会低成裂しない
関わるのであれば.今までのやり方を反省して、 | 
議論を通して説得していく方法をとるべきです. I 
それにはまず園内でもっとたくさん議論して、自 | 

分途がまず変わり、その上で日本人の感性豊かな |

部分を、議論のかたちで外国に伝えていく.とい i
う順序でしょう

議論をする湯合、まず友達が相手巴ですが、そこ l 

で終わると世論にならない.友達と話して自分の

~りをただし、ある程度自信が持てたら、今度は

考えのまったく違う人にその結論を綬げかけてい

く.これが大切です.で、知らない人にと'うやっ

てアプローチするか.マスメディアに役笹すると ! 
か.自分で考えをまとめて本や雑誌にするとか、

一- PKOについて.世訟として語りよげて由く l 

べきことは?

僑爪・政府のPKOでできることと 倒人一人!

一人ができることとがあります.国がやらなくて ; 

も.信人ができることがあるのを忘れてはダメ i 
だ.言わば‘右手と左手のようなもの.両方を差 i
し延べないと.救えるものも救えなくなる

以前、難民総送のため、ヨルダンから飛行織を |

飛lまそうという話がありました.あれは倒人でも i
できたでしょ・なにも政府がチャーター便や自衛 !

隊機を出さなくても、安い民間慌を飛ばせばよか l

ったのです.そういうことをきちんと調べること ! 
も大切です.保健医療とかなら、民間でできるこ ! 

橋爪大三郎氏に聞く

PKO開題が私たちに残した宿題
聞き手:ぬでしまあきこ

『冒険としての社会科学.!I (猪爪大三郎著)は私にとって、物事を考える時に

は道筋があって、特に社会的な出来事を順序よく連解し、自分なりの答を出そう

とする時にはどう学べばよいかの方法を示してくれた書物です。

実感としての政治に対する居心地の悪さや正しいと思うことは、多くの場合、

言葉にならずにしまいこまれ、時がたち抗兄に慣らされてゆくうちに薄らいでゆ

くものです。実感を「言葉」に置きかえ確かめあう中で、 「こんな世界に住みた

いね」と夢を語り合う後会が増えることを願って、インタビューをしてきました

いろいろ方法がありますが、その場合もまったく | とも多いわげですよね.それが本当のPKO.自

返った人々の自に触れることが大切.それから、 | 衛隊の海外派遣反対一ーというだけの運動では.

議員に手紙を書く.これは世論を政治につなぐう | 自分を守る運動にしかならない.日本人が自分を

えで大変有効だ.一舷の有権者から十通二十通と | 守ってばかりいては、エゴイストと言われてもし

手紙が釆れば、議員は考えますよ.ある問題にひ | ょうがない.よその国が治安が乱れて因っている

とこと発言するだげで‘票が入ってくるならお金| 時.その国の人々をどうやって守るか‘なんです

はかからなくて簡単だ.議員にしたって、従来の| ね.武装ゲリラが現に.民衆の生命・財産を務か

集票マシンと無関係の人々の雰εをと・うやって集め | している.それをどうするかという発想がない限

るかわからなくて困っているので.向こうからや | り.この議論はダメです.自分を守るιL上のこと

ってくる有継者には前向きです.都市型の保守系| を誇っていかないと‘市民社会は成S現していかな

議員.あるいは革新系議員、何でもいいですが、 | いですよね.

市議会のレベルなら数十~数百禁が当落を分けま | この問題は.今まで議論がなされていなかった

すから効き目はあるわけだから.一夜清けになるのはまあ仕方がな

政治に影轡を与えたければ、まずネヮトワーク | い.それなら試験均培宅わっても.ずっと勉強を絞

が十分広がっていることが大切.そして、特定の| け て い け ば よ い の で す .

政党にこり固まるのではなく、 「手μ呈はこう考え

るが、あなたはどう考えますか、もし接点があれ

ば、今度の選挙で投票しますよJというスタンス

でいく.そのスタイJレがあちこちのずループで成

功すれば.ますます影智力は地すでしょう.

一一政治家=ハゲ頭=頭固い.のイメージが拭え

ないのですが.

矯爪・ 皆さんcð~買が柔らかいのはわかりま.す.
でふそういう当話実感を正しい認論に組み立て

て代弁してくれる人を探す努力をしないと.いつ

までたっても政治はよくならない.専門知識のあ

る代弁書として、広灘隆さんは成功例だったでし

ょう.政治の分野でも.政府の御用学者よりレベ

ルの高い代弁者がもっと出てくる必要がある.

PKO はパンソウコウ キ調tJn.:::民三三虫偲{低しづめだいさぶろう) 句

194師事生ま九現在、耳巴主工銭大学で圭歯学 ー

を教える.著書に『冒険としての社会学〈毎日
新館党士干IJ)ほかがある.

‘'・・...~"電::...一一そう考えると. PKOは必要なこと.という

| ことになりますね.

備爪・ そうですが、あくまでもこれは応急手当

て.パンソウコウみたいなもんです.

人聞は擦で生きるわけにはいきません.自分の

生きる社会に.まとまり(鮫)を与える必要が有

| る.それが国折、その鮫は誰かが勝手に破って

f はい付ないものなんです.国家と国家:1.その般

(主権)を尊重しあう.人類は当面.こうした国

家の鍛に分かれて暮らしていくほかはない.

そういう国家のひとつが、たまたまつぶれてし

まったら‘どうしたらいいか.もうこれは人道問

題ですから.sljの国家が救済の手を差し伸べて、

もう一度元の主催国家に戻してやる.国連は民族

El決を前提にしていますから、こういう活動をす

る義務があるわけです.

一一それに参加しなかった日本は.近代の世界史

， の中でどのように位置づけられるでしょうつ

!矯爪・ B本は昔、ひどい値民I也経営をしまし

た.それは思い上がって軍隊なんて持ったから‘

! ならいっそ持たないほうがいいということになっ

た.それを「自衛隊Jという名前でこっそり持た

せてもらったったんです.ただし正式な軍隊では

! ないから.包連軍に参加できない.日本は一人前

でないというわけで、誰も声を品・けてくれなかっ

た.日本もそれを喜んでいた.もう一度戦争にな

: ったら織だから.でも喜び方はだんだん変わって

f きて‘軍備なんかない方市g経済が謂子がいい.と

l いう話になった.みんな鉄ゲタを履いて走ってい

i るのに、日本だけ運動靴で楽でいいやという.経

一一致治と市民とのl!e般があまりにありすぎる日

本で、私たちに何ができるのか.また、世論をま

とめて自分遣の政治に持って行くには、何をすべ

きなのですか?

橋爪・ たいていの国は‘議論で物事を決着して

いくのが政治の基本なんです.ですからPKO是

カサ同志という問題があったら、まず議論する.国

会でも市民の間でも‘日常的に議論する.それを

深めていって、各人なりの判断を持つ.そして、

新聞などもそれなりにきちっと社説なりを書く.

そして量後は国会で、国民の意見がこうだからと

決着がつく.こういう積み重ねでものごとが動く

のが正しい.ところが日本では、議論にならない

まま、あの人がこうで、この人がこうで世界がこ

うだから、だいたいこの辺に港ちつくのかなと考

える.日本人がいちばん得意な解決法だとは思う

けど、それは身近な人とうまくやってゆくやり

!方.そのやり方を世界に鉱大できると錯覚する.

!でも世界には.本当に考え方が遣い、どうしよう| …い対立しー…仏 100 
%違う人々がいかに共存するかという非常に厳し

|い話なのですーと白川「まあま
あ」と出ていく出番はあまりない.逆に「おまえ

ば何を考えているんだ」と聞かれてしまうわけで

|す日本の涜儀でやりたければ、それがどういう場

面で適用するかよく考えて、うまくやる必要があ

りますね.でもそれより日本人は.外国のことに

はあるけれど‘いまある唯一の平和の枠組で‘町

内会みたいなものだから.何も挨鍔なしというわ

付にはいかない.

ーー「日本Jらしく挨摂するとすれば.どのよう

な言い方が考えられるでしょうつ

循爪・各国の政策や外交は、 t世界共通の事情で

動いているいるわけだから、日本だけに特妹な事

情が有るわげではない.人が死んでJl.しいのも駁

争になって図るのも.どこの国も同じで.あまり

日本だ吋の事情を言わない方がいいと思います.

一一号法第九条を有する固としては?

縫爪・それはひとつの言い分になります.第九

条というのがあって.憲法上できませんと.

ただこの場合、自衛隊は葱~違反でないのかと

か.憲法を改正する気がないのかとか、逆に悶わ

れます.そもそも世界中が憲法第九条を採用した

ら、 PKOもPKFもできなくなってしまう.弱

い国の民衆を見殺しにするということになりかね

ません.それを人道にもとると考えるなら、日本

としても何か考えなくてはい吋ないです.そうい

う議論をする覚悟であれば一一必ずその議論にな

ります古」ーヘ 「憲法上できないJと言うのは正

しい.

済大国の喜びですね.そのあたりがだんだんバレ

てきて. r替のようにみんながやっていることを

おまえもやれ!Jと言われてしまったですよね.

ー一言われたから『じゃあJという.今の日本の

政府のやり方はあまりにお粗末なのでは?

橋爪・ 自衛隊と憲法の関係がすっきりしていな

い.それに.圏内の議論もまったく進んでいな

いJ自分から戦争をしかげない」 、という点では

国民の合意があるけど.よその包が混乱に陥った

らどうするかという，煮になると、何も考えていな

い.ーから議論しないとだめですから.当然いろ

いろな意見が出てくる.雑もどうすればいいかわ

からない状態なんです.そんなわりで園内の合憲

がないのに、合法的にやらないといけないから、

政府は無理な法解釈でとりつくろおうとした.そ

の辺で混乱しているんですね.それにしても.自

衛隊が国連の指揮下に入るのか.あくまで日本政

府わ一部なのかは、一番基本的な問題だ.国連に

協力するのなら.国連の指侮下にあるのは当然の

こと.危険になったら各国政府の判断で逃げ出す

なんて、ただの烏合の衆でしょ. r自衛隊員の生

命を保証する」なんて言っているようじゃ、まる

で基本がわかっていない.

そういうあいまいな作文で切り鑑けようなん

て.国民を欺く行為です.そんな政府lこ連れて行

かれる自衛隊員も気の毒だ.参加する以上は.国

連にきちんと協力する.参加しないのであれば.

その理由をきちっと言う.国連:1.多少の不公平

船入食料品を日常的にロにし、外国音楽も

容易に茸にできる現代の日本では.ともする

と策しいと恩われる世界情勢の事や政治の話

も、ひとごとではないことがよくわかると思

います.灘しさ、馴染みなさが. rなんで 1

こ1mからない?Jと疑問に思う気持ちを閉

込めてしまわないようにしないとい吋ないナ

ーと、つくづく思います.わからないことが

あったら、隣の人にまず聞いて見て下さい

ね.そして、多くの人に.

このインタビューは‘ 「地球の上でみんな

が生きてゆくために、軍備というのは本当に

必要なのか.もし軍備をしないでそれぞれの

人が生きてゆくとしたら、どのようなシステ

ムが必要かJ他、まだまだ続きがあります.

餌味がある方は、アマナクニかぬでしま迄.

世界に通用しない日本流 右手と左手の両方を
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| ・開校以来22年間関と人駒大切;こして如何ピオティック料理担

・マフロピオティック(長寿法)の創始者・桜沢釦一氏支人・里真先生 (93食)の指揮による

| ・人がヒト山ための食べ物郎方生き方を白骨駅自由にコント日できる
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橋爪大三郎

1948年、神奈川県生まれ.葉支大文学部社会

学科卒業。同大学院樽士課程修T，'89年より

現議。主な著書「言語ゲームと社会理論J r仏

教の言説戦略J (ともに勤草書房)ほか多数。

校庭て・体換をする子供たち.子供にとっ

て、学校は最初に淫験する社会集団だ.
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、
一
方
的
な
押
し
つ
け
に
な
っ

て
い
る
a

そ
こ
で
司
書
で
は
、
校
刻
を
生

徒
の
人
揮
官
・
出
惜
利
の
視
点
か
ら
と
ら
え
、

個
人
の
人
憶
が
い
か
に
大
切
で
あ
る
か
、

そ
の
尊
双
を
訴
え
、
現
状
の
克
服
に
つ
い

て
の
模
索
と
、
展
望
を
示
し
て
い
る

3

先
生
は
次
の
よ
う
に
解
説
す
る
a

「
我
が
固
に
は
、
集
団
ご
と
に
‘
そ
の
集
団

だ
け
し
か
通
用
し
な
い
独
自
の
ル
ー
ル
を

作
っ
て
も
い
い
と
す
る
伝
統
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
あ
る
運
動
部
で
は
『
才
ス
』
と
あ

い
さ
つ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
か
:
・
・:。

本
当
な
ら
、
学
校
で
守
る
ル

l
ル
は
、
一

般
社
会
に
出
て
か
ら
も
役
に
立
つ
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
。
し
か
し
、
現

実
は
学
校
で
し
か
通
用
し
な
い
規
則
が
、

文
技
術
ご
な

E
の
講
義
を
す
る
ほ
か
、
さ

ま
ざ
ま
な
執
筆
活
動
を
続
け
て
い
る
@

『
社
会
学
は
、
社
会
の
し
く
み
や
人
聞
の

か
か
わ
り
を
学
ぷ
の
で
す
か
ら
、
研
究
の

佼
し
た
り
、
途
中
で
帰
ら
れ
た
り
し
て
は

授
業
に
な
り
ま
せ
ん
か
ら
」

生
徒
に
と
っ
て
、
学
授
は
最
初
に
経
験

す
る
社
会
集
団
だ
a

と
い
う
こ
と
は
、
学

佼
と
は
也
強
ぞ
数
・
え
る
所
で
あ
る
と
同
時

に
、
社
会
に
伊
決
ま
り
d

が
必
要
だ
と
い

う
ニ
と
や
-
学
ぶ
所
で

a
E
ク
ー

だ
が
‘
問
題
は
そ
の
，
決
ま
り
H

の
中

身
で
あ
る
。
中
学
や
高
校
な
ら
生
徒
会
と

い
う
越
議
が
あ
る
が
、
現
実
に
は
生
徒
は

ど
ん
ど
ん
入
れ
替
わ
る
の
で
、
規
則
は
生

徒
会
で
は
な
く
学
校
当
局
、
つ
ま
り
先
生

た
ち
が
決
め
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
か
ら

が
問
題
な
の
だ
と
僑
爪
先
生
は
強
調
す
る
。

「
日
本
の
先
生
は

E
う
も
が
ん
ば
り
す
ぎ

る
よ
う
で
す
。
つ
ま
り
、
生
徒
に
規
則
を

守
ら
せ
る
こ
と
に
一
生
懸
命
に
な
り
す
ぎ

て
、
規
則
を
守
れ
ば
守
る
ほ
ど
よ
い
生
徒

で
あ
る
、
と
い
う
指
導
に
な
り
ま
す
』

三
つ
あ
る
現
則
が
五
つ
に
、
五
つ
あ
る

先
生
の
ゆ
品
川

u
H

V

さ
H

勾
せ
い
て
ど
ん
ど
ん

増
え
て
き
た
」

そ
ん
な
深
刻
な
現
状
て
大
切
h
ho
-
-

と
は
、

規
則
が
必
要
な
こ
と
を
認
め
、
な
お
か
っ

く
だ
ら
な
い
佼
則
を
見
抜
〈
目
'T
養
う
ニ

'
P

句。そ
の
続
準
ば
と
い
う
と
、

「
こ
の
規
制
は
、
大
人
に
な
っ
て
も
従
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
か
ど
う
か
を
見

怪
め
て
く
だ
さ
い

3

あ
る
い
は
、
生
徒
だ

け
で
な
く
先
生
む
~
促
う
べ
き
規
別
で
あ
る

か
ら
考
え
て
く
だ
さ
い
・
。
そ
う
い
う
焼
則

な
ら
.
守
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん

9

例

え
ば
時
間
を
守
る
と
か
‘
人
に
迷
惑
'T
か

け
な
い
と
か
。
そ
の
一
方
で
ス
カ
ー
ト
の

丈
や
ひ
だ
、
一
頭
髪
の
長
さ
が
ど
う
と
か

い

う
の
は
、
先
生
が
生
徒
'
T
2百
四
~
一
す
る
た
め

だ
け
の
佼
則
で
す
か
ら
、
宝
徒
会
な
ど
て

大
い
に
問
題
に
し
て
い
く
べ
き
ら
の
だ
と

国

止

い

4
a
A
S
」

ぞ
れ
が
、
校
則
を
主
体
的
に
考
・
え
る
ニ

L
」に
a
H
I
s
-
q
L
」ヰ一一一回・フ。

だ
れ
の
た
め
の
社
会
な
の
か

高
校
の
体
験
が
現
在
に
つ
な
が
る

僑
爪
先
生
が
佼
則
の
問
題
に
関
心
を
侍

っ
て
い
る
の
は
、
自
ら
の
高
校
時
代
が
原

点
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

「
私
立
校
だ
っ
た
の
で
す
が
、
応
援
団
と

か
あ
り
ま
し
て
ね
。
校
則
と
は
違
い
ま
す

け
ど
、
い
ろ
い
ろ
う
る
さ
か
っ
た
の
で
す
。

E
う
し
て
ニ
う
な
る
の
か
、
ヨ
ソ
は
刊
と
う

な
の
か
な
と
、
広
く
社
会
'T
勉
強
し
て
み

る
気
に
な
り
、
現
在
の
研
究
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
」

幅
も
広
く
な
り
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も

大
切
に
し
て
い
る
の
は
，
自
分
た
ち
の
社

会
の
研
究
な
ん
だ
u
と
い
う
視
点
で
す
ね
」

明
快
に
結
ん
で
く
れ
た
。

/99.2--よ3ベ:p
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社会に出るための前勉強が….. 

加藤 先生は社会学を専門になされているそうですが、社会学与先生

との出会いというのは、いったいどういうことだったんでしょうか。

橋爪 社会学という学問があることを知ったのは、将来何(:.なろうか，

と真剣に考え始めた高校 2年ぐらいの頃でした。まず自分が、理系に

向いている人間なのか文系に向いている人間なのかということを考え

そこで、大学でどういう学問をやっているのか知らなくち

ゃと思って、いろいろ調べてみたんです。大学の授業を先取りして教

えてくださるという高校の物理の先生の、塾みたいなところに行っ

てみたら、さっぱりちんぷんかんぷん。自分はあんまり向いてないな

と思いまじた。いっぽう図書館へ行って、政治学とか経済学とかの棚

をいろいろ見て歩くと、どうにかわかるじゃありませんか。そこに社

会心理学とか社会学という棚もあったんです。

小林 そこで社会学が面白そうだと?

橋爪 いや、一番簡単で、私でもできそうだった(笑)。それはまあ半

分冗談ですが、私の発想、の延長上で素直にものを考えていけるなと思

いました。無理が少なかったですね。それで大学で社会学を勉強する

たのです。
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ことに決めたんです。

加藤 それからはずっと、先生は社会学を勉強されているのですか?

橋爪 そうなんですが、高校の頃社会学が面白いと思ったからといっ

て、まさかそれで専門家になろうと思ったわけでもない。でも大学の

4年間勉強して、それで終りにしてしまうようなつもりもなくて、ず

っとそういう学問に関わっていければいいなとは思いました。

小林 それでは先生は何の仕事をやろうと思っていたんですか?

橋爪 サラリーマンはつまらなく思えたし、サラリーマン以外にどの

ような職業ーがあるかと考えてみても、イメージが湧かなかった。社会

に対して、特に当時の日本社会に対して、非常に異和感があった。よ

くわけのわからない社会に、何の用意もないままわっと飛びこんでい

生命理学科2年
第 7類 1年

第 5類 1年

第 7類 1年

電気・電子工学科2年

川
書

常
の

業
一
川
」

工
一
川
、
国

-
尽
門

ELV

東
川
ご

?
一λ

山
守
一
川
い

柳 輝一
小 林 議 知

高 橋 則 行
藤原美貴子
池田真由美

!座|談|会|メ|ン|パ|ーl
加藤丈典電気・電子工学科3年
片山健夫電子物理工学科3年
石井鉄也物理学科2年

太田正幸情報科学科2年
田中道信情報科学科2年

橋爪先生のお話を伺うのは私1iこれが初めてでしたが、噂に違わず、難しい社会学のお話を一つ一つ丁寧
に話してくれました。一番感じたのは Mすごく頭の切れる先生"ということです。しっかりと予備知識を持って
活を聞かないと、その無限とも言えそうな先生の考えに圧倒されること間違いなし。事実、私も半ば圧倒されて
しまいました。 加蕨丈典

先生の学生時代の社会あるいは社会学に対する考えを聞いて、今の自分はほとんど何も社会について考えてい
ないのだなあと痛感した。これを当時の社会背景の違いだけで片付けていいのか疑問が残る。これを機に社会に
ついてもう少し考えてみようと思う。というわけで取りあえず真剣に考えて参院選に投票しにいってこよう。

柳輝一

先生の研究なさっている社会学について、今まであまり興味を持っていませんでした。でも今回の座談会に際
していくつかの著書を読み、また先生のお話を聞いて、社会学というものが多少見えてきました。視野も広がっ
たような気がします。 ~ 石井鉄也

東工大に入る前は科学の絶対性を信じていた。入ってから、かえって多くの先生方に科学の絶対性を否定され
た。あらたに信じる指標はなんだ。人生への不安、世界への孤独…と、そこまで深刻ではないけれど、とりあえ
ず人文系をやってみようと思った 19の春。そして今日、東工大生も人文系をめんどくさがらずやらなくてはと痛
感。でも、やはり人文レポートはめんどくさいと思っている 19の夏。あつい夏。 小林立高知

以前読んだ橋爪先生の本が好きで、座談会は非常に楽しみでした。社会学の分野は非常に広〈、世間のいろん
な事柄を取り上げ論じ、そこから一つの理論を繕築してゆくということは、理系の私にとっては未知のことで、
非常に興味がありました。社会を学ぷために始めた社会学が、いつのまにか自分の人生になってしまう一一一それ
ほどまで社会学とは魅力あるものなのだろう。 高橋則行
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があって嫌だなというタイプの学生さん。もう一つのタイプは、理科

が好きで来たんだけれども、決して文科も嫌いじゃない。文科のこと

だって勉強したい。だけど大学に来てみたら、実験だ物理だ数学だと、

そういうのばっかりで、どこに文科があるんだ。私はいひ・っ人間にな

ってしまうじゃないか。だから、人文の時間が楽しくでしょうがない。

もっとあればいいのにというタイプの学生さん。

藤原 やっぱり私の周りには、人文はちょっと…という人が多いです

ね。

橋爪 うん、もし学生さんの要望に合わせるならば、人文なんかみん

な選択にして、好きな人が聴きに行って、嫌な人は全然聴かなくても

いいことにするのがー案ですね。そういうことから言えば、社会学な

んか東工大の学生さんに教えて何の意味があるという議論も成り立ち

ます。だけど、学生さんはとかく目先のことだけを考える。将来のこ

とというのは未知数だから、まだ分からないわけだ。

加藤確かにそうですね。

橋爪 皆さんは専門家になるための専門教育を受けているんだけれど

も、そうすると文科は邪魔な要素に見えるかも知れない。だけど、専

門にとって本当に有益なものは、専門以外のところに転がっているこ

とが結構よくある。

藤原 先生が東工大で教えられていて、専門外のことから影響を受け

ているということはありますか?

橋爪 残念ながらなかなかチャンスがなくて。まず人文に限って言う

と、私の担当して山る講義の日と他の先生の担当している講義の日が

同じだから、物理的に覗きに行けないんです。特に何かチャンスがな

/タt("l-.2，]ベ3う

なことで依頼があった
いろいろな機会に書いた
まとめたものです。
室直樹の学問と思想』
さんの主張を借りてぼ

のあるものの見方というも
述べているんです。

さんという人の経
単に言うと、理科系の
京大へ物理を勉強に行、.
ですが、数学科を卒業
じ阪大の大学院で経済.
して、それからアメリ

とか心理学なんか
して、日本に帰ってき

治学研究科で4政

博士じなって、そ
者になったとい

です。

ザ>~二 ょ。 正 、

じて :.:ー'云'r'

，.:. "r ~'. ~ : ~ 

いと難しいみたい。だから、同じ大学にいるから刺激を受けるという

ことはないですね。むしろ、他の分野のものを本で読んだほうがJV.ぃ

かも知れない。

加藤 先生の授業をとっている学生なんかからは小…。・

橋爪 うーん・1…(笑)。学生さんはまだ専門家になる一歩子市だから

な。もちろんいろいろ啓発はされるけれども、こういう学[:Uがあった

のかと教えてもらったというのはまだないな。それは、教えてくれな

い学生さんも悪い。

日本の大学は変わる
一学生であることはチャンスなんだ

? 

橋爪 日本の「大学」というのは、名前が悪いんです。小学校があっ

て中学校があって大学があると、どうしたって小、中、大とー列にな

っているように思うでしょう。でも、高校までの学校と大学とは全く

違うもの。大学というのは世界中にある。大学というのは世界レベル

のものですから、世界共通の学問を学ぶところなんです。

田中 私の持っているイメージでいうと、大学の教育程度というんで

すか、大学は知識のサービスセンターみたいになるんじゃないかなと

思っているんです。そうなればもっと積極的に学ぶべきものがあるの

ではないかと。

橋爪 私個人の意見としては非常に賛成で、日本では高校も大学もそ

うだけれども、入学すると、卒業するであろうという社会的期待が非

常に強いわけ。だけど、アメリカがやっているみたいにキックオフの

制度を取り入れるならば、入学試験はなくせるし、その代わり 1年生

の入学定員の1/2ぐらいは春学期で消えてなくなる。卒業するのは、

1/3ということを覚悟しなければいけない。そういうことに社会的合

意ができるならば、そのほうがいいと思いますよ。

田中 でも途中で学校やめて、学生でなくなると、

なっちゃいますよね。

自分の身分がなく

橋爪 そう、今だと学生ということが身分になる。身分になるから権



社会学の基礎

今田市俊・友枝敏雄編

。有斐閣/1.700円

若手の社会4・j.-1O人;が、これまでの迫
尻!な教科書をなんとかしようと執筆した、

大学教養訟程の教科書。これ一冊で社会

学をわかりたい人向き。私は「社会学と

隣接諸科学」を担当しています。

経済学・哲学草稿

マルクス著

・岩波文庫/553円

『資本論』のマルクスに対し、青年時

代のマルクスを「初期マルクス」という。

へーゲル哲学の影響を受け、社会の矛盾

を新しいことばで考えぬいた、未刊の草

稿。労働疎外や地球環境問題を考えたい

人の必読書です。

哲学探究

ヴィトゲンシュタイン若

大修館/3.500円

高名な現代哲学者の主著。主にここで、

言語ゲームの考え方が展開されています。

↑nれないと読みにくいかもしれないが、

エイリアンがやってきて地球の生物につ

いて理解しようとした本だと思うと、す

らすら読める。

。推薦図書

野生の思考

レヴィ・ストロース著

@みすず書房/3.800円

構造主義の創始者、レヴィ=ストロー

スの主著。神話が、荒唐無稽なナンセン

スではなく、人ぴとの「神話的思考」の

美しい結晶であることを論じていきます。

第三世界の人びとに対する優しい眼差し

カずここにある。

「きめ方」の論理

佐伯肝著

@東京大学出版会/2.200円

民主主義の基本は投票。それがどんな

にあやふやな基礎のうえに立っているか、

「投票の逆理」のいろいろを紹介しなが

ら説明していく。社会的選択理論という

学問分野がありますが、そのもっとも手

ごろな入門書です。

経済学および課税の原理

リカルド著

@岩波文庫/品切れ

マルクスの『資本論』の種本であると

言ってもよいこの書物には、天才リカル

ドの卓抜な着想がぎっしりつまってい

る。特に国際貿易の比較優位説と、差額

地代説のロジックはよくよく噛みしめる

べきである。

現代の預言者・小室直樹の学問と思想

橋爪大三郎著

.弓立社/1748円

小室直樹氏は、私の先生。世間の誤解

を正し、小室さんの学問がどこまでもま

っとうで正統であることを紹介する本で

す。経済学、政治学、社会学……のつな

がりがわかって、社会科学に気軽に入門

できる本。

共同幻想論 '-，
吉本隆明著

.角川文庫/485円

戦後日本人のオリジナルな社会科学の

業主流として、まずこれに指を祈るべきだ

ろう。山村にひっそり暮らす人びとの

「共同幻想」のあり方から天皇制の解明

につき進む構築力は並みたいていのもの

でない。
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橋爪大三郎著

・毎日新聞社 /1.262円

憲法を素材に、社会科学を考える筋道

を一歩ずつ考える本。手ーロッパ社会の

伝統を、ユダヤ教・キリスト教の「神と

の契約Jの思想に求め、その延長上に市

民革命と近代社会を位置づけます。

[1見:刀両副手者支き二三:三2
山本七平著

・文言E春秋/品切れ

日本λはなぜ明治維新と日本の近代化

に成功できたのか。その理由を、江戸儒

学、特に山崎悶斎学派の思想、に探ってい

く。尊皇思想り形成と変質が、明治以降

の日本に深い影を落として。、 Z主主4告が上

くやlる。
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利があって、卒業する椛利を保障しろという話になっちゃう。そうじ

ゃなくて、学生であるというのはチャンスだと。サービスを受けるチ

ャンスというふうに考えれば、もっと話は単純ですっきりする。私は

iJぷ判長23
jtsilk 宝引

.与〆とtIむ
樹
の

そのほうが好きです。

高橋 日本の大学制度は変わりませんか。

橋爪 変えれば変わる。変えようという意見の人が多くなればいいん

だもの。

高橋

橋爪

田中

られているところに、

じゃないかと思うんですけど。

そうだとしたならば、小、中、高も変えないといけないな。

日本の国民性も、かかわってくるんでしょうか。

そうそう。国民性というのは、社会学のテーマの一つでもある

のですが。言葉をかえて言うと、「人間の発想と行動様式を規定して

いる要因は何か」というのを突き止めるのが社会学なのです。いま、

国民性に支配されているという仮説をあなたが出した。それじゃ国民

性は、いつつくられたのか。国民というのは世界中共通なんじゃなく

て、何かの条件によって国ごとにつくられるのでしょう。その条件を

突き止めて、そこを突き崩してやる。その国民性としての歴史や地理

的環境を丁寧に壊していけば、必ず壊れるだろうと思うんですね。

くなればいいと思うだけでは壊れないな。

田中 その壊れる要因というのが日本にあると思いますか。

橋爪 あると思うよ。いろAな要因がある。社会ってどんな場合でも

そんなに固定的なものではない。例えば子供が生まれなくなって、

じいさんおばあさんばっかりになってごらんなさい、どこの大学だっ

て社会人大歓迎になる。そのことだけだって、たちまち変わるんです。

今日は本当にどうもありがとうございました。

(対談日 1992年7月15日)

というふうに言ってる聞は変わらない。

高とかなり決められて、みんな同じように育て

ポーンと大学だけ別だと考えては行かれないん

なりますかね。

なりますかね、

中やはり小、

橋爪

加藤

橋爪

な

お

一同


